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は
じ
め
に

　

昨
年
秋
の
衆
院
選
以
降
、
勤
労
所
得
な
ど
へ
の
所
得
税

の
あ
り
方
が
議
論
と
な
っ
て
い
る
。
選
挙
で
議
席
を
伸
ば

し
た
国
民
民
主
党
が
い
わ
ゆ
る
「
一
〇
三
万
円
の
壁
」
を

引
き
上
げ
る
た
め
に
基
礎
控
除
の
大
幅
引
上
げ
を
主
張

し
、
そ
れ
を
巡
っ
て
年
末
の
税
制
改
正
論
議
が
注
目
さ
れ

た
。

　

そ
も
そ
も
今
回
の
問
題
の
き
っ
か
け
は
、
近
年
の
最
低

賃
金
引
上
げ
で
、
大
学
生
の
ア
ル
バ
イ
ト
年
収
が
一
〇
三

万
円
を
超
え
る
ケ
ー
ス
が
増
え
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
年
収

が
一
〇
三
万
円
を
超
え
る
と
大
学
生
自
身
に
所
得
税
が
課

さ
れ
る
と
と
も
に
、
大
学
生
を
扶
養
す
る
親
に
対
す
る

「
特
定
扶
養
控
除
」
が
（
大
学
生
が
被
扶
養
者
で
な
く
な

る
た
め
に
）
認
め
ら
れ
な
く
な
り
、
親
の
増
税
に
な
る
。

こ
れ
を
避
け
る
た
め
大
学
生
の
ア
ル
バ
イ
ト
控
え
が
生

じ
、
こ
の
状
況
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
つ
か
ん
だ
国
民
民
主
党
が
基

礎
控
除
引
上
げ
を
打
ち
出
し
た
。
す
な
わ
ち
、
四
八
万
円

の
所
得
税
の
基
礎
控
除
を
七
五
万
円
引
き
上
げ
て
一
二
三

万
円
に
す
れ
ば
、
現
在
、
一
〇
三
万
円
（
基
礎
控
除
四
八

万
円
＋
給
与
所
得
控
除
五
五
万
円
）
の
「
壁
」
を
一
七
八

日
本
の
所
得
税
の
実
態

―
な
ぜ
基
礎
控
除
の
大
幅
引
上
げ
は
問
題
な
の
か
―

⑴

八　

塩　

裕　

之

〔
Ｊ
Ｓ
Ｒ
Ｉ
時
事
エ
ッ
セ
イ 

鈴
懸
の
木
の
下
〕
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万
円
（
同
一
二
三
万
円
＋
同
五
五
万
円
）
に
移
動
で
き
、

大
学
生
の
年
収
の
壁
問
題
を
解
決
で
き
る
。
同
時
に
、
基

礎
控
除
の
引
上
げ
は
国
民
全
体
の
所
得
税
・
住
民
税
の
減

税
に
つ
な
が
る
た
め
、
国
民
の
「
手
取
り
」
増
加
を
通
じ

て
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
べ
き
だ
と
国
民
民
主
党
は
主
張

し
た
。

　

上
述
し
た
大
学
生
の
問
題
は
、
名
目
賃
金
が
あ
が
る
と

所
得
税
の
税
率
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
も
自
動
的
に
あ
が
っ
て
増
税

が
起
き
る
「
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
・
ク
リ
ー
プ
」
で
あ
り
、
何
ら

か
の
対
処
は
必
要
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
の
た
め
に
基
礎
控

除
を
大
き
く
引
き
上
げ
る
こ
と
に
は
問
題
が
大
き
い
。
報

道
で
注
目
さ
れ
た
の
は
そ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
る
七
兆
円
以

上
の
税
収
ロ
ス
の
財
源
問
題
で
あ
っ
た
が
、
筆
者
は
も
う

一
点
、
そ
の
減
税
効
果
が
高
所
得
者
に
偏
る
た
め
、
所
得

税
の
所
得
再
分
配
機
能
を
弱
め
る
問
題
が
重
要
と
考
え

る
。
以
下
で
は
こ
の
点
を
中
心
に
日
本
の
勤
労
所
得
等
の

所
得
税
の
実
態
を
検
討
す
る
。

基�

礎
控
除
引
上
げ
が
税
負
担
に
も

た
ら
す
効
果

　

ま
ず
、
所
得
控
除
引
上
げ
が
所
得
税
の
負
担
を
軽
減
さ

せ
る
仕
組
み
を
図
表
１
で
考
え
る
。
後
述
の
よ
う
に
、
も

と
も
と
日
本
の
所
得
税
の
所
得
控
除
は
大
き
い
が
、
今

回
、
そ
の
更
な
る
引
上
げ
が
議
論
さ
れ
た
。
そ
れ
が
も
た

ら
す
効
果
を
検
討
す
る
。

　

図
表
１
の
横
軸
は
給
与
収
入
、
縦
軸
は
所
得
税
負
担
額

で
あ
る
。
図
中
の
太
い
点
線
は
控
除
引
上
げ
前
の
税
額

線
、
太
い
実
線
が
控
除
引
上
げ
後
の
税
額
線
で
あ
る
。

　

最
初
に
控
除
引
上
げ
前
の
税
額
線
を
説
明
す
る
と
、
も

と
も
と
認
め
ら
れ
た
所
得
控
除
額
は
図
の
左
下
の
Ｏ
Ａ
で

あ
り
、
給
与
が
そ
れ
よ
り
小
さ
い
と
税
額
は
ゼ
ロ
、
そ
し

て
給
与
が
Ｏ
Ａ
を
超
え
る
と
所
得
税
負
担
が
生
じ
る
。
そ

し
て
給
与
が
さ
ら
に
増
え
る
と
、
税
率
を
反
映
す
る
税
額
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線
の
傾
き
が
段
階
的
に
急
に
な
っ
て
税
額
が
増
え
る
が
、

こ
れ
が
超
過
累
進
税
率
の
効
果
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
低

所
得
の
Ｌ
の
所
得
税
額
（
横
軸
か
ら
Ｌ
Ａ
の
距
離
）
に
比

べ
て
、
高
所
得
の
Ｈ
の
所
得
税
額
（
横
軸
か
ら
Ｈ
Ａ
の
距

離
）
は
大
き
く
な
る
。

　

次
に
、
こ
れ
に
対
し
て
所
得
控
除
を
引
き
上
げ
た
ケ
ー

ス
（
太
い
実
線
）
を
見
る
。
新
し
い
所
得
控
除
額
は
Ｏ
Ｂ

と
な
る
が
、
他
の
要
素
（
税
率
構
造
な
ど
）
は
す
べ
て
控

除
引
上
げ
前
と
同
じ
で
あ
る
。
ポ
イ
ン
ト
は
、
控
除
の
引

上
げ
で
税
額
線
が
右
に
平
行
移
動
す
る
点
で
あ
る
。

　

図
は
、
控
除
引
上
げ
の
税
負
担
軽
減
効
果
が
高
所
得
層

に
大
き
く
及
ぶ
こ
と
を
示
す
。
Ｌ
の
減
税
額
と
Ｈ
の
減
税

額
を
図
に
記
し
た
が
、
ま
ず
Ｌ
は
税
額
が
ゼ
ロ
に
な
る
も

の
の
、
負
担
軽
減
額
自
体
は
小
さ
い
。
す
な
わ
ち
一
度
、

税
額
ゼ
ロ
に
達
す
る
と
、
そ
れ
以
上
は
控
除
を
い
く
ら
引

き
上
げ
て
も
ゼ
ロ
の
ま
ま
減
税
効
果
は
な
い
。
こ
れ
に
対

し
て
Ｈ
の
税
負
担
軽
減
は
大
き
い
。
す
な
わ
ち
、
所
得
控

図表１　所得控除引上げが所得税負担にもたらす効果

給与収入

所
得
税
負
担
額 控除引上げ前

税額線

控除引上げ後
税額線

所得控除の引上げ

低所得者L
の減税額

高所得者H
の減税額

L
H

L
A

O A B
L
B

H
A

H
B
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控
除
引
上
げ
後
の
税
額
線
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
も

う
一
点
、
高
所
得
層
に
は
重
要
な
制
度
が
あ
る
。
す
な
わ

ち
、（
図
表
１
に
は
未
反
映
だ
が
）
給
与
が
増
え
る
ほ
ど

所
得
控
除
が
大
き
く
な
る
制
度
（
給
与
所
得
控
除
や
社
会

保
険
料
控
除
）
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
高
所
得
者
の
税

額
線
は
更
に
右
に
ず
れ
て
、
負
担
が
小
さ
く
な
る
。
こ
の

結
果
、
日
本
の
所
得
税
・
個
人
住
民
税
の
所
得
再
分
配
機

能
は
（
後
述
の
よ
う
に
最
高
税
率
は
高
い
が
）
非
常
に
弱

く
な
っ
て
い
る
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
、
二
〇
〇
八
；
八
塩
、
二
〇

一
五
）。

　

こ
の
状
況
で
、
今
回
、
基
礎
控
除
の
大
幅
引
上
げ
が
問

題
と
な
っ
た
が
、
そ
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
大
き
い
。
そ
の
実

態
を
実
際
の
デ
ー
タ
で
み
て
み
よ
う
。

除
の
減
税
額
は
税
額
線
の
傾
斜
が
急
な
（
す
な
わ
ち
税
率

が
高
い
）
ほ
ど
大
き
い
こ
と
に
加
え
て
、
所
得
控
除
で
税

額
線
が
右
に
ず
れ
て
Ｈ
の
税
率
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
が
下
の
階
級

に
移
る
（
控
除
引
上
げ
後
の
税
額
線
の
傾
斜
が
緩
く
な

る
）
た
め
で
あ
る
。

　

所
得
控
除
引
上
げ
が
大
き
な
税
収
ロ
ス
を
引
き
起
こ
す

と
と
も
に
、
所
得
税
の
所
得
再
分
配
機
能
を
弱
め
る
点
を

図
で
説
明
す
る
。
ま
ず
税
収
ロ
ス
は
改
革
前
後
の
二
本
の

税
額
線
と
横
軸
で
囲
ま
れ
た
部
分
の
面
積
で
示
さ
れ
る

が
、
高
所
得
層
の
税
負
担
軽
減
が
効
い
て
大
き
く
な
る
。

一
方
、
所
得
再
分
配
機
能
に
つ
い
て
は
、
控
除
引
上
げ
前

の
Ｌ
の
税
額
と
Ｈ
の
税
額
の
差
（
Ｈ
Ａ
と
Ｌ
Ａ
の
高
さ
の

差
）
に
比
べ
て
、
控
除
引
上
げ
後
の
Ｌ
と
Ｈ
の
税
額
の
差

（
Ｈ
Ｂ
と
Ｌ
Ｂ
の
高
さ
の
差
）
が
大
き
く
縮
小
さ
れ
る
点

に
示
さ
れ
る
。

　

こ
の
後
デ
ー
タ
で
示
す
よ
う
に
日
本
の
所
得
税
制
度
は

今
回
の
問
題
以
前
か
ら
控
除
が
大
き
く
、
も
と
も
と
図
の
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日�

本
の
所
得
税
・
個
人
住
民
税
負
担
の

実
態

　

次
に
、
日
本
の
世
帯
の
所
得
に
関
す
る
個
票
デ
ー
タ

（
厚
生
労
働
省
「
国
民
生
活
基
礎
調
査
」
二
〇
一
九
年
調

査
）
を
用
い
て⑵

、
所
得
税
・
個
人
住
民
税
（
以
下
、
単
に

「
税
」
と
呼
ぶ
）
の
負
担
の
実
態
、
と
く
に
国
民
民
主
党

が
主
張
す
る
基
礎
控
除
引
上
げ
の
効
果
を
分
析
し
た
。
結

果
は
後
述
す
る
図
表
２
と
図
表
３
で
示
す
。

　

分
析
方
法
を
簡
単
に
述
べ
る
と
、
ま
ず
、
デ
ー
タ
の
各

世
帯
の
所
得
や
家
族
構
成
に
対
し
て
現
行
（
二
〇
二
三
年

度
）
の
税
法
を
適
用
し
、
各
世
帯
の
税
負
担
の
理
論
値
を

求
め
る
。
そ
し
て
デ
ー
タ
の
全
世
帯
を
等
価
世
帯
可
処
分

所
得
階
級
で
一
〇
等
分
（
す
な
わ
ち
一
〇
％
ず
つ
）
し
た

う
え
で
、
各
階
級
の
税
負
担
額
の
平
均
値
な
ど
を
計
算
す

る
（
参
考
値
と
し
て
社
会
保
険
料
と
児
童
手
当
も
分
析
し

た
）。
次
に
他
の
条
件
は
変
え
な
い
ま
ま
、
基
礎
控
除
を

四
八
万
円
か
ら
一
二
三
万
円
に
引
き
上
げ
た
と
仮
定
し
て

再
度
、
同
様
の
計
算
を
行
い
、
税
制
改
正
前
後
で
各
所
得

階
級
の
平
均
税
負
担
等
が
ど
う
変
化
す
る
か
を
分
析
し

た
。

　

低
所
得
階
級
に
は
勤
労
世
帯
と
年
金
世
帯
が
混
在
す
る

一
方
、
高
所
得
階
級
の
大
半
は
勤
労
世
帯
で
あ
る
。
分
析

で
反
映
し
た
所
得
控
除
は
、
給
与
所
得
控
除
と
公
的
年
金

等
控
除
、
基
礎
・
配
偶
者
（
特
別
）・
扶
養
控
除
と
社
会

保
険
料
控
除
で
あ
る⑶

。
な
お
、
二
〇
一
九
年
の
所
得
デ
ー

タ
で
分
析
し
た
た
め
、
近
年
の
名
目
所
得
上
昇
は
未
反
映

で
あ
る
。
し
か
し
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
二
〇
二
四
）
の
最
新
の
分

析
で
も
同
様
の
結
果
が
示
さ
れ
て
お
り
、
結
果
が
大
き
く

覆
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
る
。

　

最
初
に
図
表
２
は
、
基
礎
控
除
引
上
げ
前
の
現
行
税
制

に
お
け
る
所
得
階
級
ご
と
の
税
負
担
を
示
す
。
世
帯
所
得

の
平
均
が
九
〇
六
万
円
で
あ
る
第
Ⅸ
階
級
を
み
る
と
、
ま
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ず
目
を
引
く
の
が
、
所
得
控
除
が
五
〇
〇
万
円
弱
（
四
八

七
万
）
に
及
ぶ
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
給
与
が
大
き
く
な
る

と
控
除
も
増
え
る
給
与
所
得
控
除
や
社
会
保
険
料
控
除
の

影
響
で
あ
り
、
日
本
特
有
と
い
え
る
。
そ
の
結
果
、
課
税

所
得
は
四
一
九
万
円
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
先
の

図
表
１
で
い
え
ば
税
額
線
が
大
き
く
右
に
ず
れ
、
所
得
税

の
税
率
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
が
低
く
な
る
。
そ
こ
で
、
図
表
２
の

右
側
に
「
所
得
税
率
の
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
分
布
」
を
示
し
た⑷

。

こ
れ
に
よ
る
と
、
高
所
得
の
第
Ⅸ
階
級
で
も
六
割
近
く
が

課
税
所
得
三
三
〇
万
以
下
で
あ
る
税
率
一
〇
％
以
下
の
ブ

ラ
ケ
ッ
ト
に
属
し
、
税
率
二
三
％
以
上
（
課
税
所
得
六
九

五
万
以
上
）
の
税
率
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
に
属
す
る
世
帯
は
五
％

に
過
ぎ
な
い
。

　

こ
の
点
を
も
う
少
し
述
べ
る
と
、
例
え
ば
日
本
の
最
高

税
率
は
住
民
税
一
〇
％
も
加
え
て
五
五
％
と
世
界
最
高
水

準
の
高
さ
で
あ
り
、
こ
れ
だ
け
み
る
と
所
得
税
の
累
進
性

が
極
め
て
強
い
よ
う
に
思
え
る
。
し
か
し
、「
ブ
ラ
ケ
ッ

図表２　基礎控除引上げ前（現行税制）の税負担の状況

〔出所〕　「国民生活基礎調査2019年調査」個票データ（厚生労働省）より筆者計算
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ト
分
布
」
の
「
合
計
」
で
示
す
よ
う
に
、
実
際
に
こ
れ
が

適
用
さ
れ
る
人
は
極
め
て
少
な
く
象
徴
的
に
過
ぎ
な
い
。

実
際
に
は
全
体
の
八
割
以
上
が
税
率
一
〇
％
以
下
の
ブ
ラ

ケ
ッ
ト
に
属
す
な
ど
、
控
除
で
税
額
線
が
大
き
く
右
に
ず

れ
た
結
果
、
所
得
税
の
累
進
税
率
構
造
は
あ
ま
り
効
い
て

い
な
い
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
て
再
び
図
表
２
の
左
側
に
戻
る
と
、
こ

の
結
果
、
第
Ⅸ
階
級
の
税
負
担
率
は
住
民
税
を
含
め
て
も

九
％
弱
に
と
ど
ま
り
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
二
〇
二
四
）
が
示
す

諸
外
国
の
状
況
と
比
べ
て
も
小
さ
い
。
図
に
よ
る
と
、
む

し
ろ
負
担
が
大
き
い
の
は
社
会
保
険
料
（
た
だ
し
、
こ
こ

で
は
児
童
手
当
に
よ
る
負
担
軽
減
効
果
も
反
映
済
）
で
あ

り
、
第
Ⅲ
～
第
Ⅹ
階
級
ま
で
七
～
一
〇
％
で
比
例
的
に
課

さ
れ
る
。
こ
の
結
果
、
日
本
の
税
・
保
険
料
制
度
の
再
分

配
効
果
は
非
常
に
小
さ
く
な
っ
て
い
る
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
、

二
〇
〇
八
）。

　

次
に
、
国
民
民
主
党
が
主
張
し
た
基
礎
控
除
の
四
八
万

図表３　基礎控除引上げ（48万⇒123万）後の税負担の状況

〔出所〕　「国民生活基礎調査2019年調査」個票データ（厚生労働省）より筆者計算
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円
か
ら
一
二
三
万
円
へ
の
引
上
げ
効
果
を
図
表
３
で
分
析

す
る
。
再
び
高
所
得
の
第
Ⅸ
階
級
を
見
る
と
、
こ
れ
に

よ
っ
て
所
得
控
除
額
は
六
一
三
万
円
と
図
表
２
に
比
べ
て

更
に
一
二
六
万
円
増
え
、
課
税
所
得
は
世
帯
所
得
九
〇
六

万
円
の
一
／
三
以
下
で
あ
る
二
九
三
万
円
に
縮
む
。
そ
の

結
果
、
図
表
３
の
右
側
に
示
し
た
「
所
得
税
率
の
ブ
ラ

ケ
ッ
ト
分
布
」
で
も
、
高
所
得
の
第
Ⅸ
階
級
で
税
率
一

〇
％
以
下
に
七
〇
％
以
上
が
属
す
る
な
ど
、
多
く
の
人
が

低
税
率
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
に
張
り
付
く
。
ま
た
、
図
の
下
段
の

世
帯
全
体
で
も
税
額
ゼ
ロ
が
半
分
近
く
、
税
率
五
％
ブ
ラ

ケ
ッ
ト
も
あ
わ
せ
る
と
約
八
割
と
、
国
民
全
体
の
低
税
率

化
が
進
む
。

　

一
方
で
、
こ
の
控
除
引
上
げ
の
減
税
効
果
は
、
低
所
得

層
に
は
小
さ
い
一
方
で
、
高
所
得
層
に
大
き
く
及
ぶ
点
が

重
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
図
表
３
の
左
側
の
表
に
戻
る

と
、
比
較
的
低
所
得
の
第
Ⅳ
階
級
の
減
税
額
は
六
万
円
、

中
堅
の
第
Ⅵ
階
級
で
も
一
二
万
円
の
一
方
、
第
Ⅸ
階
級
の

減
税
額
は
二
五
万
円
、
最
上
位
の
第
Ⅹ
階
級
は
三
三
万
円

に
及
ぶ
。
第
Ⅸ
階
級
の
税
負
担
率
は
実
に
六
％
ま
で
下
が

る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
基
礎
控
除
大
幅
引
上
げ
の
減
税
効
果
が

高
所
得
層
に
偏
る
直
感
は
先
の
図
表
１
で
既
に
述
べ
た
。

例
え
ば
第
Ⅳ
階
級
で
は
基
礎
控
除
引
上
げ
前
の
課
税
所
得

が
四
八
万
円
（
先
の
図
表
２
参
照
）
し
か
な
く
、
基
礎
控

除
を
七
五
万
円
引
き
上
げ
て
も
使
い
き
れ
な
い
結
果
、
減

税
額
は
限
ら
れ
る
。
一
方
、
第
Ⅸ
階
級
で
は
控
除
額
が
一

二
六
万
円
増
え
、
そ
の
税
率
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
が
下
が
る
ケ
ー

ス
も
あ
る
な
ど
、
減
税
効
果
が
大
き
く
な
る
。
な
お
、
最

後
に
ジ
ニ
係
数
の
変
化
を
述
べ
る
と
、
基
礎
控
除
引
上
げ

で
税
制
に
よ
る
所
得
再
分
配
効
果
は
約
八
％
弱
く
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
基
礎
控
除
の
大
幅
引
上
げ
は
、
も
と
も

と
弱
い
所
得
税
の
所
得
再
分
配
機
能
を
更
に
弱
め
る
。
と

く
に
、
高
所
得
層
に
集
中
し
た
減
税
を
毎
年
続
け
る
点
で

も
問
題
が
大
き
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
こ
う
し
た
所
得
控
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除
の
問
題
を
踏
ま
え
た
改
革
も
な
さ
れ
て
お
り
、
日
本
も

慎
重
な
検
討
が
必
要
と
考
え
る
。

（
注
）

⑴　

本
稿
は
、
令
和
六
年
度
厚
生
労
働
行
政
推
進
調
査
事
業
費
補
助
金

「
社
会
保
障
給
付
に
関
す
る
マ
イ
ク
ロ
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
分
析
の
研

究
」
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

⑵　

国
民
生
活
基
礎
調
査
の
デ
ー
タ
は
政
策
統
括
官
（
統
計
・
情
報
シ

ス
テ
ム
管
理
、
労
使
関
係
担
当
）
よ
り
承
認
（
厚
生
労
働
省
発
政
統

〇
五
一
六
第
四
号
令
和
六
年
五
月
一
六
日
）
を
受
け
て
利
用
し
て
い

る
。

⑶　

給
与
所
得
控
除
や
公
的
年
金
等
控
除
は
人
的
控
除
と
税
法
上
の
位

置
づ
け
が
異
な
る
が
、
本
稿
で
は
課
税
所
得
を
縮
小
さ
せ
る
所
得
控

除
と
し
て
区
別
せ
ず
に
分
析
す
る
。

⑷　

こ
こ
で
は
、
デ
ー
タ
の
各
世
帯
で
最
も
税
率
が
高
い
個
人
を
選

び
、
そ
れ
を
世
帯
の
税
率
と
し
て
、
全
世
帯
に
お
け
る
税
率
ブ
ラ

ケ
ッ
ト
の
分
布
を
計
算
し
た
。
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